
Ａ. 研究目的

我々はスモン患者の健診時に､ 日常生活活動

(ADL) や QOL の評価を行い､ 経年的な変化を観察

している｡ ADL 評価として基本的 ADL 評価法である

Barthel index (BI)､ 応用的 ADL 評価法である Fren-

chay Activities Index (FAI) を用い､ QOL 評価とし

て日常生活満足度 (SDL；Satisfaction in Daily Life)

や健康関連 QOL 評価法である Short Form Health

Survey (SF- 8, 身体的側面 Physical Component Sum-

mary, PCS および精神的側面 Mental Component

Summary, MCS) を用いている｡ スモン患者の SDL

に関連する要因として感覚障害と基本的 ADL が関与

することを報告している1)｡

現在､ スモン患者は高齢化しており､ もともとの障

害に加え､ 加齢による体力や機能の低下､ 新型コロナ

感染症の影響で戸外活動が制限され､ より一層障害が

重くなっていることが考えられる｡ このような状況下

で､ ADLや QOLがどのような変化をたどっているか､

長期的フォローが可能であったケースについて国際生

活機能分類 ICF をもとに検討を行った｡

Ｂ. 研究方法

1 . 対象

2000 年～2022 年までのスモン健診に参加し､ 長期

的フォローが可能であったスモン患者 1 名｡

2 . 評価項目

スモン健診項目で得られたスモン重症度スコア､ 日

常生活動作の評価として BI､ 毎日の生活習慣の評価

として FAI､ 健康や日常生活の満足度の評価として S

DL､ 健康関連の QOL 評価として SF- 8 PCS および

MCS を用いた｡ また､ 療養状況､ 介護保険の利用状

況などを調査した｡ 上記評価項目の特徴は表 1に示す｡

各評価指標は信頼性及び妥当性が確認されている｡

(倫理面への配慮)

スモン健診の際に対象者には健診で得られたデータ

を調査研究に利用してよいかを確認しており､ 同意を

得ている｡
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研究要旨

ICF の観点からスモン患者の ADL と QOL の経年的変化を検討した｡ 現在の障害像は複数

の要因によって影響されているが､ 本症例では特に感覚障害が強く､ 時系列的に基本的 ADL

→応用的 ADL→QOL の順に変化を受けている｡ 特に､ 日常生活での介護者であり､ 心の支

えであった夫との死別で大きなストレスを被ったが､ 他者との関りや医療福祉関係者のサポー

トである程度自立した生活を営むことができている｡

表 1 スモン健診に用いているADL・QOL評価法

注) 各評価法とも信頼性と妥当性は確認されている｡



Ｃ. 研究結果

BI や FAI は変動しながらも経年的変化があり､ お

おむね一定の時間差で BI→FAI→SF-8 の順に低下す

る傾向があった｡

主介護者であった同居の夫の体調の悪化 (がん悪液

質) とともに SF-8 PCS および MCS は鋭敏に変動し､

夫との死別後独居となり､ 2016 年有料老人ホームへ

入居した (図 1)｡ SF-8 の身体面と精神面はもともと

低値で同じ変動傾向にあったが､ 2015 年 (夫死去)

に SF-8 の MCS の急激な低下がある一方､ SF-8 の

PCS の一時的な向上 (PCS と MCS 値の乖離現象) が

見られた｡

Ｄ. 考察

本症例は高齢女性で感覚障害が主症状であり､ BI

や FAI は変動しながらも経年的変化が認められ､ お

おむね一定の時間差で BI→FAI→SF-8 の順に低下す

る傾向がみられた｡ 末梢神経障害を有する患者では､

SF-36 の身体面は筋力低下に影響されること､ 精神面

の低下はセルフケア能力の低下に影響されることが報

告されており2)､ 本症例でも SF-8 の精神面の低下は､

BI や FAI の低下とほぼ一致しており､ セルフケア能

力低下と関連していることが疑われる｡ すなわち､ 感

覚障害は基本的 ADL に関連しており､ 経年的に加齢

に伴う体力の低下などにも影響され､ 図 2に示すよう

に基本的 ADL の変化が応用的 ADL の変化をもたら

し､ その後 QOL に変化を及ぼしたと考えられる｡ 以

上の事象は､ マズローの欲求 5 段階説 (図 3) に類似

して､ 生命に直結する生理的欲求がその後の安全や社

会欲求などの高いレベルに変遷していくように､ 生命

を維持する基本的 ADL が､ 社会的な活動レベルの

ADL､ ひいては QOL に作用していること､ 日常の基

本的 ADL の維持が重要なことを示している｡

通常､ SF-8 の身体面と精神面の変動は同じような

傾向を取るのが一般的であるが､ 2015 年の時点で､

精神面が低下し身体面が向上 という乖離現象が認め

られた｡ このような身体面と精神面の乖離が生じるの

は､ 過用性筋力低下を生じるポストポリオ症候群でよ

く見られるが､ その場合は､ 一時的変化ではなく経年

的な長期傾向として､ 身体面が低く精神面が高いとい

う､ 本症例とは正反対の特徴を有している2)｡ すなわ

ち､ 身体機能が低下したポリオ罹患者は､ 彼らの機能

制限に対して戦うという長年の対処方法によって

QOL の精神面を維持しており､ 彼らの新たな健康問

題への対処や環境への適応方法は､ QOL の身体面だ

けでなく精神面からも検討すべき必要があるとしてい

る2)｡ 本症例においては､ がんの闘病中であった夫の

ことをかねてより心配しており､ さらに死別によるス

トレスで精神面が低下したと考えられるが､ 一時的な

身体面の向上については老人ホーム入所に際し､ 環境
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図 1 スモン患者ADL (BI, FAI) と QOL (SF-8 PCS,
SF-8 MCS) の経年的変化

図 2 ADLと QOLの関連

図 3 マズローの欲求 5段階説



の変化や身体面に関する家族やスタッフなどのサポー

トがあったことが考えられる｡ この点については､ 本

人によれば ｢皆に助けられて乗り越えられた｣ との言

をえている｡

Ｅ. 結論

ICF の観点からスモン患者の ADL と QOL の経年

的変化を検討した｡ 現在の障害像は複数の要因によっ

て影響されているが､ 本症例では特に感覚障害が強く､

時系列的に基本的 ADL→応用的 ADL→QOL の順に

変化を受けている｡ 特に､ 日常生活での介護者であり､

心の支えであった夫との死別で大きなストレスを被っ

たが､ 他者との関りや医療福祉関係者のサポートであ

る程度自立した生活を営むことができている｡ 基本的

ADL の維持と周囲のサポートが重要である｡
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